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1.一般仕様

動作温度 ： min. 0℃ ～ max. 50℃

保存温度 ： min. -20℃ ～ max. 60℃

ドット構成 ： 320 (W) × 240 (H) ﾄﾞｯﾄ

ドットサイズ ： 0.27 (W) × 0.27 (H) mm

ドットピッチ ： 0.30 (W) × 0.30 (H) mm

有効視野範囲 ： 103.0 (W) × 79.0 (H) mm

外形寸法 ： 139.0 (W) × 120.0*(H) × 13.2 max. (D) mm
* CFLケーブルを除く

重量 ： 250g max.

ＬＣＤタイプ ： NTD-10613
（F-STN／白黒モード／透過型）

視角 ： 6:00

データ転送方式 ： 4ビット パラレルデータ転送

照明仕様 ： 冷陰極管（CFL）照明［サイド照明：1灯］

特殊仕様 ： CFL長寿命管仕様

添付図 ： 外形図 UE-33270C
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2. 電気的特性

2.1.絶対最大定格

VSS=0V

項　目 記 号 条　　件 Min. Max. 単 位

ロジック用

電源電圧

VCC-VSS － -0.3 7.0 V

液晶駆動用

電源電圧

VCC-VEE － 0 35.0 V

入力電圧 VI － -0.3 VCC+0.3 V

2.2.ＤＣ特性

Ta=25℃, VSS=0V

項　目 記 号 条　　件 Min. Typ. Max. 単 位

ロジック用

電源電圧

VCC-VSS － 4.5 － 5.5 V

液晶駆動用

VCC-VEE － 27.1 － 30.0 V

電源電圧 VCC-VADJ 3.1項　参照 V

"High"レベル

入力電圧

VIH VCC=5.0V±10% 0.8×VCC － VCC V

"Low"レベル

入力電圧

VIL VCC=5.0V±10% 0 － 0.2×VCC V

電源電流

ICC VCC-VSS=5.0V － 4.6 15.0 mA

IEE VCC-VADJ=23.3V － 4.2 10.0 mA



DMF-50081NF-FW-E-AZ (AZ) No.2001-0114 OPTREX CORPORATION Page 4/18OPTREX

2.3.ＡＣ特性

VDD=5.0V±10%

項　　目 記　号 Min. Max. 単 位

CP（シフトクロック） fCP － 6.0 MHz

CPパルス幅 tWC 50 － ns

LPパルス幅 tWL 63 － ns

データセットアップタイム tSETUP 30 － ns

データホールドタイム tHOLD 30 － ns

CP→LP tCL 80 － ns

LP→CP tLC 0 － ns

CP,LP立上り、立下り時間 tr, tf － 注１ ns

FLMセットアップタイム tFDS 100 － ns

FLMホールドタイム tFDH 100 － ns

注１：CP,LOADの立上り、立下り時間は下記の①、②を同時に満足すること。

　　　　　　　　 － tWC

②tr, tf＜ 50 ns

本モジュールには、下図に示すコンデンサが挿入されておりますので

タイミング特性には十分御注意下さい。

1000pF

1000pF

470pF

FLM

LP

VSS

M

tr

tf

tf

tHOLDtSETUP

tWC

tLCtCL

CP

LP

D0～D3

tWL

tWC

tr

tFDHtFDS

FLM

1
①tr, tf＜

2fCP
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2.4.タイミングチャ―ト

2.5.データと表示画面の対応

T=0.0595ms typ.

240×T

FLM

LP

FLM

M

D3

D0

CP

LP

～ #1 DATA

SEGSEG SEGSEG SEGSEG SEGSEG

320316 84 320316 84
317～313～ 5～1～ 317～313～ 5～1～

（縮小）

（縮小）

SEG1 SEG320

#1

#240

D2D3

D0～D3

TOP VIEW

D0D1 D0D1



DMF-50081NF-FW-E-AZ (AZ) No.2001-0114 OPTREX CORPORATION Page 6/18OPTREX

2.6.電源ＯＮ／ＯＦＦシーケンス

2.6.1.ＯＮシーケンス

2.6.2.ＯＦＦシーケンス

本モジュールを使用する際には、上記電源供給シーケンスにて駆動願います。

内部の交流化信号（M）が不安定であるとき、DISPOFFを Hレベルにすると液晶
パネルに直流電圧が印加され、液晶表示素子の劣化、表示異常の原因となります。

VCC

VSS

VEE

VSS

VSS

VCC

VSS

DISPOFF

VCC

VCC

VEE

0≦t

SIGNAL

0≦t

SIGNAL

VCC

LEVEL

0≦t

VADJ

VADJ

VCC

VSS

VEE

VSS

VSS

VCC

VSS

DISPOFF

VCC

VCC

VEE

0≦t

SIGNAL

0≦t

SIGNAL

VCC

LEVEL

0≦t

VADJ

VADJ
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2.7.照明仕様

Ta=25℃

項　目 記 号 条　件 Min. Typ. Max. 単 位 注

管電圧 VL － － 280 － Vrms 1

管電流 IL － 4.5 5.0 5.5 mArms 2

始動電圧 VS － － － 700 Vrms 3

表面輝度 L IL=5.0mA 60 － － cd/㎡ 4

平均寿命 TAL IL=5.0mA 50000 － － hrs 5

注 1：ランプ放電後の放電を維持させる為の電圧を、点灯3分後の測定値（実効値）で表す。
注 2：ランプ放電時のランプに流れる電流を、点灯3分後の測定値（実効値）で表す。
注 3：電圧を零より徐々に上昇させランプが放電した時の電圧を、放電時の測定値（実効値）

で表す。

注 4：表面輝度は、最大コントラスト時の全面ON表示にて、インバータ調光を 100%（明るさ
最大）とし、点灯 20分後、上図の 9点において測定した輝度の平均値とする。

注 5：輝度が初期値（Min.値）の 50%に減衰する時間を、寿命と定義する。この寿命の定義に
基づいて、複数のランプを点灯したとき、ランプの残存率が50%以下になるまでの時間
を、平均寿命とする。

推奨インバータ： S-12565（エレバム製）CXA-M10A（入力電圧 DC 5.0V，TDK製）

CXA-M10L（入力電圧 DC 12.0V，TDK製）

モジュール表面輝度測定点

P7

P4

P1

X=120

X=60

X=180

Y=220Y=160Y=60

P8

P5

P2

P9

P6

P3

V

N

I

冷陰極管測定回路

IL

L

F

C

VS VL
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3.光学特性

3.1.液晶駆動電圧

項　　目 記 号 条　　件 Min. Typ. Max. 単 位

Ta= 0℃ － － 27.1 V

液晶駆動電圧（推奨値） VCC-VADJ Ta=25℃ 21.7 23.3 24.9 V

注 1 Ta=50℃ 19.9 － － V

注 1：モジュール実駆動波形を印加した時に最適コントラストが得られる電圧を表します。

Min.～Max.の電圧範囲は、液晶モジュールの量産バラツキによって生じる最適駆動電
圧の変動範囲を示すものであり、この範囲全域にわたってその他の光学特性項目（コ

ントラスト比、応答時間等）を保証するわけではありません。

3.2.光学特性

Ta=25℃, 1/240 Duty, 1/15 Bias, VOD=23.3V (注 4), θ= 0 ﾟ, φ=－ﾟ

項　　目 記 号 条　　件 Min. Typ. Max. 単 位

コントラスト比　　 注 1 CR θ= 0 ﾟ, φ=－ﾟ － 4 －

視角範囲 3.3項　参照

応答時間 立上り　注 2 TON － － 100 200 ms

立下り　注 3 TOFF － － 360 540 ms

注 1：コントラスト比の定義
選択状態の輝度を LONとし、非選択状態の輝度をLOFFとした時コントラスト比は、

CR=LON / LOFFで定義する。

注 2：非選択波形から選択波形へ切換えて輝度の変化が0%から 90%に達するまでの時間。
注 3：選択波形から非選択波形へ切換えて輝度の変化が100%から 10%に達するまでの時

間。

注 4：駆動電圧 VODの定義

VOD=VCC-VADJ-VBEとする。

1/A Duty－1/B Biasの電圧平均化法（A：Duty数、B：Bias数）により、下図に示す
代表的な波形が、直接液晶パネルに印加されるとき、コントラスト比CR=LON /
LOFFが最大になるような電圧波高値VO-Pで定義する。

VO-P

1 / fF

( B-2 )×VO-P / B

1 / ( fF×A )

〈非選択波形〉〈選択波形〉
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3.3.角度及び視角範囲

・コントラスト比測定点：θ= 0 ﾟ, φ=－ﾟ ･･･ ●印ポイント
・駆動条件：1/240 Duty, 1/15 Bias, VOD=23.3V, fF=70Hz

・CR≧2を満足する標準視角範囲 ･･･ 部

3.4.装置図

φ

回転ステージ（θ,φ）

プリチャードフォトメーター

#1980A WB

コンピューター

波形発生器

ハロゲンランプ

光ファイバー

LCD

恒温槽

コントローラ

θ

0 ﾟ

90 ﾟ

180 ﾟ

270 ﾟ

θ

φ

270 ﾟ

135 ﾟ

315 ﾟ225 ﾟ

45 ﾟ

180 ﾟ

90 ﾟ

(φ= 0 ﾟ）

φ

10 20 30 40 50

θ
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4.Ｉ／Ｏ端子

4.1.端子名

CN1

No. 記　号 レベル 機　　　　能

1 FLM H / L 走査駆動同期信号

2 LP H / L 表示データラッチパルス

3 CP H / L 表示データ読込みクロックパルス

4 M H / L 液晶駆動波形交流化信号

5 VADJ － コントラスト調整用入力端子

6 VCC － ロジック用電源

7 VSS － 電源 (0V, GND)

8 VEE － 液晶駆動用電源

9 D0 H / L 表示データ信号

10 D1 H / L 表示データ信号

11 D2 H / L 表示データ信号

12 D3 H / L 表示データ信号

13 DISPOFF H / L 表示制御信号　H：点灯　L：消灯

14 NC － 未使用端子

CN2

No. 記　号 レベル 機　　　　能

1 FL － 冷陰極管駆動用電源 (HOT)

2 NC － 未使用端子

3 NC － 未使用端子

4 FL GND － 冷陰極管駆動用電源 (GND)

4.2.電源供給例

液晶表示の最適コントラストを与える駆動電圧は、周囲温度により変化します。

また、個々のモジュールにおいても駆動電圧のバラツキがあります。

下図のようにボリューム等の外付けによって、最適のコントラストが得られるよう

に駆動電圧を定格内で調整して下さい。

MODULE

VADJ

VCC

VEE

VSS VSS (0V)

VCC (+Voltage)

R1+R2+VR=10～20KΩ

VEE (-Voltage)

R2

R1

VR
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4.3.ブロックダイアグラム

FL GND

FL

VEE

VADJ

VSS

VCC

D0～D3

CP

FLM

LP

DISPOFF

M

or 相当品
LC79431 × 3

Common Driver

or 相当品
LC79401 × 4

Segment Driver

L C D P

320

240

4

2

320 × 240 dots

M Circuit

To LSIBias Circuit

CFL Backlight



DMF-50081NF-FW-E-AZ (AZ) No.2001-0114 OPTREX CORPORATION Page 12/18OPTREX

5.試　験

下記の試験を実施した後、表示及び動作に異常がないこと。

条件：特に指定の無い限り、温度 20±5℃、湿度 65±5％、無通電状態で行う。

No. 項　　目 試　験　内　容 注 記

1 高温動作試験 50℃±2℃，96時間（通電）

2 低温動作試験 0℃±2℃，96時間（通電） 1

3 高温保存試験 60℃±2℃，96時間 2

4 低温保存試験 -20℃±2℃，96時間 1,2

5 耐湿試験 40℃±2℃，90～95%RH，96時間 1,2

6 振動試験 全振幅 1.5mm，振動周波数 10～55Hz，1往復 1分間 3

X,Y,Z 3方向 各 15分間

7 衝撃試験 正規の梱包状態にて 60cmの高さから下記の要領で

コンクリート床下へ落下

注 1：結露しないこと。
注 2：試験後、常温常湿に 4時間放置した後、測定する。
注 3：容器を用いずモジュール単品で行う。

E

A

G D
C

F

60cm
コンクリート床

角落下：Ａ点　　　　　　　１回

面落下：Ｅ，Ｆ，Ｇ　各面　１回

稜落下：Ｂ，Ｃ，Ｄ　各辺　１回

B
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6.外観規格

6.1.外観検査条件

40Wの蛍光灯にて、サンプルとの距離 30cm以上で目視により検査を行う。
サンプルを目視する方向は、垂線に対して前後左右45 ﾟの範囲内とする。

6.2.サンプルの適用ゾ－ンの定義

Aゾ－ン：ドット部

Bゾ－ン：ドットとホルダ－窓枠に挟まれた部分

Cゾ－ン：その他の部分

Aゾ－ン＋Bゾ－ン＝有効視野範囲

45ﾟ

Ａゾーン

Ｂゾーン

Ｃゾーン

ホルダー窓枠
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6.3.規格

No. 項　目 判　定　基　準

1 黒白点・異物 (1) 円状のもの

領域 許　容　個　数

大きさ(mm) A B C

D ≦0.1 * * *

0.1 ＜ D ≦0.2 3 5 *

0.2 ＜ D ≦0.25 2 3 *

0.25＜ D ≦0.3 0 1 *

0.3 ＜ D 0 0 *

平均直径 D = (長径＋短径) / 2 * : 無視

(2) 線状のもの

領域 許　容　個　数

長さ(mm) 太さ(mm) A B C

－ 0.03≧W * * *

2.0≧L 0.05≧W 3 3 *

1.0≧L 0.1 ≧W 3 3 *

－ 0.1 ＜W (1)項の円状のものによる

* : 無視

全体の許容個数は(1)(2)含めて 5個とする。

2 偏光板気泡

領域 許　容　個　数

大きさ(mm) A B C

D ≦ 0.3 * * *

0.3 ＜ D ≦ 0.4 3 * *

0.4 ＜ D ≦ 0.6 2 3 *

0.6 ＜ D 0 0 *

* : 無視

全体の許容個数は 3個とする。
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No. 項　目 判　定　基　準

3 ﾄﾞｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ変形 (1) 変形

左図の通りとする。

(2) 突起状変形

隣接するﾄﾞｯﾄと接触しないこと。

(3) ピンホール

大きさ(X+Y) / 2≦0.2とする。

(0.1以下は無視)

(4) 変形　複数のドットにまたがる場合

大きさ(X+Y) / 2≦0.2とする。

全体の許容個数は、1個／ドット、5個／セルとする。

ただし、(4)は 1個の欠点として数える。

4 偏光板キズ 著しい欠点のなきこと。

5 偏光板汚れ 簡単に拭き取れるものは良品とする。

6 複合異物欠点 黒点，線状異物，偏光板気泡は合計 5個以下とする。

7 異なる異物間 D≦0.2 の場合：異物間の距離は 20mm以上とする。

の距離 0.2＜D の場合：異物間の距離は 40mm以上とする。

0.15≧

Y

X

X

Y
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7.製造ロット番号

モジュールの製造ロット番号は、次のように表記する。

□ □ □ □ □ □

分工場番号（数字）

工場区分（英数字）

製造週（１～５）

製造月（１～９，Ｘ，Ｙ，Ｚ）

製造年（西暦年数下２桁）

8.機種名捺印

モジュールの機種名は、次のようにモジュール裏面に表記する。

ＤＭＦ－５００８１Ｎ　Ｆ－ＦＷ－Ｅ－ＡＺ

捺印又はシール

エッチング又はシルク印刷

9.運用上の注意

本仕様書に関する疑義、または記載項目以外の問題が発生した場合、両者協議の上

処理することとする。
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10.製品取扱い上の注意

本製品を正しくご使用頂く為に、次の事項にご注意下さい。

1) 液晶表示素子について

① 液晶表示モジュールに使用している液晶表示素子は、板ガラスで作られていますので強

い機械的衝撃を与えないで下さい。

もし、割れが発生した場合は、危険ですから取り扱いには十分ご注意下さい。

② 液晶表示素子の表面に貼り付けてある偏光板は、軟らかい材料でできている為、傷をつ

けないようにして下さい。

2) 液晶表示モジュールの取り扱いについて（静電対策）

① 人体、電気設備には必ずアースをして下さい。また、作業台は万一の電撃ショック等の

心配がある為、静電防止マット（ラバー）をお薦めします。

② 作業衣は化繊を避けて、木綿か導電処理された繊維の使用をお薦めします。

③ 静電気が発生しますので、液晶表示板の保護フィルムはゆっくりと剥がして下さい。

3) 液晶表示モジュールを単体で長期保管しなければならない場合について

① 高温、高湿の場所で保管しないで下さい。

② 直射日光、あるいは紫外線が直接当たらないようにして下さい。

③ 外部から余計な力が加わらないようにして下さい。

4) 液晶表示モジュールには、過電流保護回路が入っておりませんので、万一の場合に備え、
過電流保護回路内蔵の電源をご使用下さい。

5) 液晶表示モジュールが破損し、液晶（液体状）がもれ出してきた場合、口に入れないよう
にして下さい。液晶が手足や衣服などに付着した場合には、直ちに石けんで洗い流して下

さい。

6) メタルホルダーを使用する機種において、メタルホルダーと基板を半田付けしていない仕
様の場合は、導通を保証しません。確実な導通を希望される場合は、別途ご相談下さい。

7) ＣＦＬを使用する機種について

①ＣＦＬケーブルのコネクタ部には、1000V以上の高電圧が印加されています。
　不用意に接触すると火傷の原因となりますので、取り扱いにご注意下さい。

②ＣＦＬケーブルが、筐体に接触し被覆が磨耗しないようにご注意下さい。

③ＣＦＬは、低温で連続使用した場合、常温の寿命に対して著しく短くなります。

8) タッチパネルを使用する機種について

①重ね置きをしないで下さい。エッジで製品を傷つけることがあります。

②上に重量物を置かないで下さい。
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9) ＣＯＧ，ＴＡＢ，ＣＯＦを使用する機種について

① ＩＣチップ裏面がそのまま露出している為、機械的強度が低くなっています。取扱いに際

しては、ＩＣチップ裏面に強い外力が加わらないよう十分注意して下さい。

② ＩＣチップ裏面がそのまま露出している為、電気的破壊防止としてＩＣチップ裏面に電気

的接触が発生するような実装構造は避けて下さい。

また、光による誤動作を防止し、電気的特性を確保するため、光が当たらない実装構造

として下さい。

10)フレキ，ヒートシール，ＴＡＢを使用する機種について

① 信頼性確保の為、コネクション部分は持たないで下さい。

② 断線の可能性がある為、無理な折り曲げや、引っ張り等の強い力を加えないで下さい。

11.保証条件

当該製品は、御社の一般的電子機器製品用の部品として、御社設計ご指示に基づき製造され

たものであり、当該納入仕様書保証条件に準拠するものです。万一、当該製品が一般電子機

器以外の直接人命に関わる医療機器、原子力制御機器、航空宇宙機器、防災防犯装置等の極

めて高い信頼性を要求される用途に使用される場合、弊社としては一切の責任を負いません。

尚、かかる用途に使用される場合、製造物責任に関する契約を、別途締結して頂くようお願

い申し上げます。

1) 納入後に行われた追加工（分解・再組立を含む）における不具合につきましては、その責
任を負いません。

2) 外力が加わったことにより発生する不具合につきましては、その責任を負いません。

3) 御社製品検査にて合格し、出荷された後、静電気等が印加されて発生する不具合につきま
しては、その責任を負いません。

4) ＣＦＬを使用する機種において、ＣＦＬの寿命や輝度は、使用するインバーターの性能や
リーク等で変化します。製品状態での性能、信頼性及び不具合につきましては、その責任

を負いません。

5) 当該製品を使用したことにより起因する工業所有権の諸問題については、当該製品の構造
や製法に直接関わるもの以外につきましては、その責任を負いません。

6) 弊社に起因すると判定された不具合品の無償保証期間につきましては、弊社製造後より２
年、若しくは弊社出荷後、又は取り扱い店出荷後１年とさせて頂きます。


